
　

二
〇
一
二
年
三
月
二
五
日
、
中
国
の

香
港
特
別
行
政
区
（
以
下
、
香
港
）
の

行
政
長
官
選
挙
が
行
わ
れ
、梁
振
英（
行

政
会
議
非
官
守
メ
ン
バ
ー
招
集
人
）
が

当
選
し
た
。
当
初
優
勢
と
み
ら
れ
た
唐

英
年（
元
政
務
司
長﹇
香
港
政
府
№
2
﹈）

は
不
倫
や
自
宅
の
違
法
建
築
な
ど
の
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
が
露
呈
し
、
梁
振
英
の
逆

転
勝
利
を
許
し
た
。
こ
の
逆
転
劇
で
は

中
国
当
局
に
よ
る
唐
英
年
陣
営
の
切
り

崩
し
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
ま
た

梁
振
英
の
当
選
後
、
こ
れ
に
反
発
し
た

市
民
に
よ
る
デ
モ
が
起
き
る
な
ど
、
後

味
の
悪
い
選
挙
と
な
っ
た
。

●
選
挙
制
度
と
立
候
補
者
の
顔
ぶ
れ

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
二
期
つ
と
め
た

曽
蔭
権
行
政
長
官
が
退
任
す
る
た
め
、

新
人
同
士
の
対
決
と
な
っ
た
。
行
政
長

官
の
任
期
は
一
期
五
年
で
あ
る
。
曽
行

政
長
官
の
一
期
目
は
辞
任
し
た
董
建
華

行
政
長
官
の
残
り
任
期
二
年
だ
け
で
あ

る
が
、
こ
れ
も
一
期
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
る
。

　

行
政
長
官
は
香
港
市
民
に
よ
る
直
接

投
票
で
は
な
く
、
選
挙
委
員
会
で
の
投

票
で
選
ば
れ
る
。
選
挙
委
員
会
の
委
員

（
以
下
、
選
挙
委
員
）
は
業
界
団
体
や

職
業
団
体
か
ら
な
る
選
出
枠
か
ら
選
ば

れ
る
。こ
れ
ら
の
選
出
枠
に
お
け
る「
有

権
者
」
に
は
個
人
の
ほ
か
、
企
業
や
団

体
な
ど
の
組
織
も
多
い
。
ま
た
各
選
出

枠
毎
の
有
権
者
数
に
は
大
き
な
偏
り
が

あ
る
。
行
政
長
官
選
挙
へ
の
立
候
補
届

出
に
は
、
同
委
員
の
推
薦
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
必
要
数
は
今
回
、
選
挙
委
員

会
の
定
員
増
（
八
〇
〇
人
か
ら
一
二
〇

〇
人
）
に
と
も
な
い
一
五
〇
人
（
従
来

は
一
〇
〇
人
）
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
行
政
長
官
の
選
出
は
民
意
を

反
映
せ
ず
、
極
め
て
制
限
的
な
間
接
選

挙
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
回
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
は
、
当

選
し
た
梁
振
英
が
左
派
、
当
初
有
力
と

さ
れ
た
唐
英
年
が
保
守
派
に
属
し
、
何

俊
仁
民
主
党
主
席
（
立
法
会
議
員
）
は

民
主
派
の
統
一
候
補
と
し
て
出
馬
し

た
。
た
だ
し
、
梁
振
英
と
唐
英
年
は
必

ず
し
も
、
左
派
と
保
守
派
を
代
表
し
て

立
候
補
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

今
日
の
左
派
と
保
守
派
に
は
政
治
姿
勢

に
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も

中
国
当
局
と
良
好
な
関
係
に
あ
り
、
ま

た
香
港
政
府
に
も
比
較
的
協
力
的
な
こ

と
か
ら
、ま
と
め
て
「
親
政
府
派
」（
中

国
語
で
は
「
建
政
派
」）
と
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
当
選
し
た
梁
振
英
は
後
述

す
る
よ
う
に
、
左
派
を
代
表
す
る
政
党

で
あ
る
民
主
建
港
協
進
聯
盟
（
以
下
、

民
建
連
）
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
。
彼

は
建
築
測
量
士
、
実
業
家
で
あ
り
、
従

来
、
親
中
派
の
学
校
教
員
や
組
合
関
係

者
を
支
持
基
盤
と
し
て
き
た
民
建
連
と

は
異
な
る
背
景
の
人
物
で
も
あ
る
。
と

は
い
え
、
香
港
の
行
政
長
官
や
中
国
当

局
が
任
命
す
る
公
職
等
に
は
、
彼
と
同

様
、
民
建
連
に
所
属
し
な
い
左
派
関
係

者
は
多
い
。
ま
た
、彼
は
し
ば
し
ば「
隠

れ
共
産
党
員
」
で
あ
る
と
噂
さ
れ
、
い

ず
れ
行
政
長
官
の
座
を
狙
う
だ
ろ
う
と

み
ら
れ
て
き
た
。

　

一
方
、
敗
れ
た
唐
英
年
は
立
法
会
議

員
時
代
、
保
守
派
の
政
党
で
あ
る
自
由

党
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
の
父
親

で
あ
る
唐
翔
千
は
中
国
の
共
産
化
を
避

け
、
上
海
か
ら
逃
れ
て
来
た
紡
績
商
で

あ
り
、
ま
た
、
江
沢
民
前
国
家
主
席
と

親
し
い
間
柄
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
き

た
。
そ
の
点
で
は
唐
英
年
は
、
や
は
り

上
海
系
、
海
運
会
社
の
二
代
目
経
営
者

で
、
江
沢
民
国
家
主
席
の
支
持
を
受
け

た
初
代
行
政
長
官
の
董
建
華
と
共
通
点

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
唐
英
年
は
董
建
華

政
権
で
工
商
・
科
技
局
長
や
財
政
司
長
、

曽
蔭
権
政
権
で
は
政
務
司
長
に
ま
で
上

り
詰
め
た
。
こ
う
し
た
経
歴
か
ら
、
彼

も
中
国
当
局
や
歴
代
政
権
に
よ
っ
て
次

期
行
政
長
官
候
補
と
し
て
期
待
を
受
け

て
い
る
人
物
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い

た
。

　

な
お
、
何
俊
仁
は
二
〇
〇
七
年
選
挙

で
の
梁
家
傑
立
法
会
議
員
（
公
民
党
所

属
）
に
続
く
、
二
人
目
の
民
主
派
統
一

候
補
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
選

挙
で
は
む
し
ろ
、
親
政
府
派
か
ら
二
人

の
有
力
候
補
が
出
馬
し
、
激
し
い
選
挙

戦
を
展
開
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。

● 

失
敗
し
た
親
政
府
派
内
の
協
調

工
作

　

行
政
長
官
選
挙
で
親
政
府
派
が
割
れ

た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
は
な
い
。

初
代
行
政
長
官
が
選
出
さ
れ
た
一
九
九

六
年
選
挙
で
は
董
建
華
の
ほ
か
、
楊
鉄

最
高
法
院
主
席
大
法
官
⑴

と
呉
光
正

ウ
ィ
ー
ロ
ッ
ク
（
香
港
有
数
の
財
閥
）

会
長
が
「
推
選
委
員
会
」（
選
挙
委
員

会
の
前
身
）
委
員
五
〇
人
の
推
薦
を
得

竹
内
孝
之

香
港
行
政
長
官
選
挙

― 
中
国
当
局
の
介
入
に
よ
る
大
逆
転
劇 

―

ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト
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て
立
候
補
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
董
建
華

が
香
港
最
大
の
財
閥
で
あ
る
長
江
実
業

グ
ル
ー
プ
の
創
設
者
、
李
嘉
誠
と
親
し

い
こ
と
が
警
戒
さ
れ
、
財
界
出
身
の
選

挙
委
員
が
造
反
し
た
た
め
で
あ
る
。
し

か
し
、
董
建
華
は
既
に
江
沢
民
国
家
主

席
の
支
持
を
受
け
て
お
り
、
同
委
員
会

で
の
投
票
で
は
有
効
投
票
数
三
九
八
票

の
う
ち
三
二
〇
票
を
獲
得
し
て
圧
勝
し

た
（
参
考
文
献
①
）。
ま
た
、
董
建
華

は
就
任
後
、
呉
光
正
を
貿
易
発
展
局
主

席
な
ど
公
職
に
任
命
す
る
な
ど
、
親
政

府
派
に
し
こ
り
を
残
さ
な
い
よ
う
配
慮

し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
選
挙
で
は
、

当
初
か
ら
唐
英
年
と
梁
振
英
が
本
気
で

当
選
を
目
指
し
、
激
し
い
選
挙
戦
に
な

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
う
え
、
次
期
行
政
長
官
は
就
任

前
か
ら
、
大
き
な
課
題
に
直
面
す
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
若
者

を
中
心
に
経
済
格
差
や
政
財
癒
着
へ
の

不
満
が
鬱
積
し
、
二
〇
一
〇
年
の
選
挙

改
革
の
際
に
は
完
全
な
民
主
化
（
直
接

選
挙
の
全
面
実
施
）
を
求
め
る
群
衆
が

立
法
会
を
囲
み
、
抗
議
活
動
を
展
開
し

た
。
こ
の
た
め
、
中
国
当
局
は
香
港
社

会
の
不
安
定
化
を
憂
慮
し
、
曽
蔭
権
行

政
長
官
に
対
し
て
改
善
に
取
り
組
む
よ

う
求
め
て
き
た
。
し
か
し
、
唐
英
年
は

二
〇
一
一
年
一
月
に
こ
う
し
た
抗
議
活

動
を
非
難
し
、
政
財
癒
着
に
つ
い
て
も

「
若
者
は
問
題
を
単
純
化
し
す
ぎ
る
」

と
反
論
し
た
り
、「
李
嘉
誠
は
生
ま
れ

つ
き
の
金
持
ち
で
は
な
い
。
若
者
は
自

分
が
な
ぜ
李
嘉
誠
の
よ
う
に
出
来
な
い

の
か
反
省
す
べ
き
だ
」
と
む
し
ろ
、
若

者
を
非
難
す
る
発
言
を
繰
り
返
し
た
。

梁
振
英
に
も
唐
英
年
に
同
調
し
た
発
言

が
あ
っ
た
が
、
唐
英
年
の
発
言
の
方
が

尖
鋭
で
あ
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
反
逆
罪
な

ど
の
防
止
や
処
罰
を
求
め
た
香
港
基
本

法
第
二
三
条
の
実
施
法
（
以
下
、
二
三

条
実
施
法
）
の
制
定
で
あ
る
。
二
〇
一

七
年
の
行
政
長
官
選
挙
で
は
直
接
選
挙

の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国

当
局
は
引
き
替
え
に
、
二
三
条
実
施
法

制
定
を
強
く
求
め
て
く
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
香
港
市
民
の

反
発
が
大
き
い
。
二
〇
〇
三
年
に
董
建

華
政
権
が
制
定
を
試
み
た
際
は
、
与
党

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
自
由
党
が
事
実
上

離
反
し
、
既
に
支
持
が
低
迷
し
て
い
た

同
政
権
に
事
実
上
の
と
ど
め
を
刺
す
結

果
と
な
っ
た
。

　

就
任
前
か
ら
人
気
の
な
い
行
政
長
官

で
は
、
こ
う
し
た
難
題
を
処
理
で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
左
派
の

重
鎮
、
呉
康
民
・
元
全
国
人
民
代
表
大

会
香
港
代
表
団
長
は
二
〇
一
一
年
五
月

に
、
保
守
派
の
范
徐
麗
泰
・
元
立
法
会

主
席
（
全
人
代
常
務
委
員
会
委
員
）
を

次
期
行
政
長
官
に
推
し
た
。
彼
女
に
一

期
だ
け
行
政
長
官
を
任
せ
、
唐
英
年
と

梁
振
英
は
彼
女
の
政
務
司
長
と
財
務
司

長
と
し
て
、
両
者
の
行
政
手
腕
を
試
せ

ば
良
い
と
主
張
し
た
。
呉
康
民
は
こ
の

直
前
、
四
月
に
温
家
宝
首
相
と
会
見
し

て
い
た
た
め
、
中
国
当
局
も
范
徐
麗
泰

を
支
持
し
て
い
る
と
香
港
で
は
受
け
止

め
ら
れ
た
。

　

呉
康
民
が
范
徐
麗
泰
を
推
し
た
の

は
、
一
般
市
民
の
支
持
が
高
い
た
め
で

あ
る
。
二
〇
一
一
年
二
月
発
表
の
世
論

調
査
で
は
、
彼
女
が
行
政
長
官
候
補
な

ら
六
〇
％
の
回
答
者
が
支
持
す
る
と
答

え
、
そ
の
割
合
は
唐
英
年
（
五
三
％
）

や
梁
振
英
（
三
七
％
）、
梁
家
傑
立
法

会
議
員
（
二
〇
〇
七
年
選
挙
で
の
民
主

派
統
一
候
補
、
四
五
％
）
を
上
回
っ
た

（
参
考
文
献
②
：T

able 2
7

）。
ま
た
、

彼
女
は
自
由
党
の
前
身
「
啓
聯
資
源
中

心
」
の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
、
大

学
教
員
出
身
で
、
立
法
会
主
席
時
代
に

は
民
主
派
を
含
む
各
党
派
に
公
平
な
姿

勢
で
臨
ん
で
い
た
た
め
民
主
派
を
含
む

各
党
派
か
ら
の
評
価
も
高
い
。
二
〇
一

〇
年
に
民
主
党
が
中
国
当
局
と
選
挙
制

度
改
革
に
関
す
る
交
渉
を
模
索
し
た
際

も
、
彼
女
は
民
主
党
か
ら
相
談
を
受
け

て
い
た
。

　

范
徐
麗
泰
は
呉
康
民
の
発
言
を
受
け

て
、
行
政
長
官
選
挙
へ
の
出
馬
と
二
三

条
実
施
法
制
定
へ
の
意
欲
を
見
せ
た

が
、
真
意
は
仲
間
で
あ
る
唐
英
年
を
行

政
長
官
に
据
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
梁

振
英
は
こ
れ
を
見
越
し
、
九
月
九
日
に

唐
英
年
よ
り
先
に
行
政
長
官
選
挙
へ
の

出
馬
と
行
政
会
議
メ
ン
バ
ー
の
辞
職
を

表
明
し
た
。
一
方
、
唐
英
年
は
范
徐
麗

泰
へ
の
支
持
表
明
を
避
け
、
自
身
の
出

馬
に
含
み
を
持
た
せ
続
け
た
た
め
、
范

徐
麗
泰
は
一
〇
日
に
「
唐
英
年
が
出
馬

す
る
な
ら
、
自
分
は
引
き
下
が
る
」
と

述
べ
た
。
唐
英
年
は
二
八
日
に
行
政
長

官
選
挙
へ
出
馬
す
る
た
め
政
務
司
長
を

辞
任
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
結
局
、

中
国
当
局
は
次
期
行
政
長
官
の
人
選
に

つ
い
て
態
度
を
表
明
で
き
ず
、
親
政
府

派
候
補
同
士
に
よ
る
争
い
を
容
認
し

た
。

● 

波
乱
に
満
ち
た
選
挙
戦
｜
唐
英

年
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
中
国
当

局
の
介
入

　

唐
英
年
に
は
二
〇
一
〇
年
八
月
頃
か

ら
不
倫
疑
惑
が
噂
さ
れ
、
彼
は
一
〇
月

発
行
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
独
占
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、
そ
の
事
実
を
認

め
た
。
そ
の
後
も
行
政
長
官
を
選
ぶ
選

挙
委
員
会
⑵

で
は
唐
英
年
の
支
持
者
が

圧
倒
的
多
数
を
占
め
、
梁
振
英
の
支
持

者
は
民
主
派
の
何
俊
仁
よ
り
少
な
い
と

の
見
方
も
あ
っ
た
（
参
考
文
献
③
）。
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梁
振
英
は
一
般
市
民
を
対
象
に
し
た
世

論
調
査
で
唐
英
年
よ
り
高
い
評
価
を
得

て
い
た
が
、
選
挙
委
員
会
で
の
支
持
が

広
が
ら
ず
、
立
候
補
の
届
出
す
ら
危
う

い
状
況
で
あ
っ
た
。
范
徐
麗
泰
は
不
倫

問
題
が
唐
英
年
の
優
勢
を
揺
る
が
す
こ

と
を
懸
念
し
、
様
子
を
見
て
い
た
が
、

一
一
月
一
三
日
に
は
出
馬
表
明
を
取
り

下
げ
た
。

　

財
界
が
梁
振
英
を
支
持
し
な
か
っ
た

原
因
は
公
営
住
宅
の
建
設
再
開
問
題
で

あ
る
。
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
後
、
不
動
産
価
格
を
支
え
る
た
め
、

公
営
住
宅
の
建
設
が
中
断
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
董
建
華
行
政
長
官
は
そ
の
建
設

再
開
を
と
な
え
た
が
、
不
動
産
開
発
を

主
要
事
業
と
す
る
財
界
の
反
対
に
遭

い
、
頓
挫
し
た
。
梁
振
英
は
董
建
華
行

政
長
官
に
建
設
再
開
を
進
言
し
た
張
本

人
で
あ
っ
た
。
今
回
の
行
政
長
官
選
挙

へ
の
出
馬
表
明
後
も
、
梁
振
英
は
改
め

て
建
設
再
開
を
打
ち
出
し
、
財
界
を
敵

に
回
し
た
。
ま
た
、
民
建
連
や
中
華
総

商
会
な
ど
左
派
組
織
は
二
〇
一
二
年
二

月
初
め
頃
ま
で
は
党
員
や
会
員
の
自
由

投
票
に
委
ね
る
と
し
、
梁
振
英
を
支
援

し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
梁
振

英
は
親
政
府
派
と
対
立
す
る
は
ず
の
民

主
派
の
委
員
に
も
頭
を
下
げ
、
支
持
を

求
め
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
風
向
き
を
変
え
た
の
は
唐

英
年
の
自
宅
に
関
す
る
違
法
建
築
問
題

で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
二
月
一
三
日
付

の
『
明
報
』
は
、
唐
英
年
の
自
宅
に
当

局
に
無
届
け
の
地
下
室
が
あ
る
と
報
じ

た
（
参
考
文
献
④
）。
唐
英
年
は
当
初
、

「
小
さ
な
物
置
」
と
開
き
直
り
、
屋
宇

署
（
建
築
当
局
）
の
査
察
を
も
拒
ん
だ
。

一
六
日
に
は
屋
宇
署
の
査
察
を
受
け
入

れ
、
謝
罪
し
た
も
の
の
、
今
度
は
郭
妤

淺
夫
人
を
記
者
会
見
に
同
席
さ
せ
、
違

法
建
築
は
彼
女
の
意
向
だ
っ
た
と
言
い

訳
し
た
。こ
の
事
件
で
注
目
す
べ
き
は
、

発
覚
の
時
期
で
あ
る
。
行
政
長
官
選
挙

へ
の
立
候
補
届
出
期
間
は
二
月
一
四
日

か
ら
二
九
日
ま
で
で
あ
り
、
発
覚
は
そ

の
直
前
だ
っ
た
。
同
問
題
の
発
覚
を

き
っ
か
け
に
、
唐
英
年
か
ら
梁
振
英
へ

支
持
を
変
え
た
選
挙
委
員
が
い
る
か
は

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
態
度
未
定
の

委
員
が
梁
振
英
に
流
れ
た
可
能
性
は
高

い
。
こ
う
し
て
立
候
補
す
ら
危
ぶ
ま
れ

た
梁
振
英
は
選
挙
戦
を
自
身
と
唐
英
年

と
の
一
騎
打
ち
に
持
ち
込
ん
だ
（
表

1
）。

　

そ
の
後
も
唐
英
年
に
は
複
数
不
倫
相

手
や
不
倫
相
手
に
産
ま
せ
た
子
供
が
い

る
と
報
道
さ
れ
た
。
梁
振
英
に
つ
い
て

も
、
暴
力
団
と
の
つ
な
が
り
や
公
共
事

業
の
入
札
情
報
を
漏
洩
し
た
疑
惑
が
報

道
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
唐
英
年
は
、
二

三
条
実
施
法
制
定
へ
の
反
対
運
動
が
高

ま
っ
た
二
〇
〇
三
年
に
、
梁
振
英
が
行

政
会
議
に
お
い
て
「『
防
暴
隊
』（
機
動

隊
）
を
出
動
さ
せ
、
催
涙
弾
を
使
っ
て

デ
モ
を
鎮
圧
す
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し

た
こ
と
を
三
月
一
六
日
の
テ
レ
ビ
弁
論

会
に
お
い
て
暴
露
し
た
。
た
だ
し
、
唐

英
年
も
同
発
言
に
関
し
て
、
行
政
会
議

で
の
議
論
を
口
外
無
用
と
す
る
政
府
規

定
に
違
反
し
た
と
の
批
判
を
受
け
た
。

い
ず
れ
の
問
題
も
唐
英
年
の
自
宅
の
違

法
建
築
問
題
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
な

か
っ
た
が
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
続
出
や

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
親
政

府
派
か
ら
も「
君
子
の
争
い
で
は
な
い
」

と
両
者
を
批
判
す
る
声
が
聞
か
れ
た
。

　

選
挙
委
員
会
で
は
梁
振
英
と
唐
英
年

が
互
角
の
勝
負
と
な
る
可
能
性
が
出
て

き
た
。行
政
長
官
選
挙
で
の
当
選
に
は
、

選
挙
委
員
会
定
数
の
半
分
に
相
当
す
る

六
〇
〇
票
を
超
え
る
得
票
が
必
要
で
あ

る
。
当
選
者
が
確
定
し
な
い
場
合
は
上

位
二
位
あ
る
い
は
同
点
二
位
ま
で
の
候

補
を
残
し
た
う
え
で
、
再
投
票
お
よ
び

再
々
投
票
が
行
わ
れ
る
。し
か
し
、再
々

投
票
を
経
て
も
当
選
者
が
で
な
い
場
合

は
選
挙
が
終
了
さ
れ
（
行
政
長
官
選
挙

条
例
二
七
条
）、
立
候
補
の
届
出
か
ら

選
挙
の
過
程
を
や
り
直
す
事
に
な
る
。

仮
に
民
主
派
の
選
挙
委
員
が
梁
振
英
、

唐
英
年
の
い
ず
れ
も
支
持
せ
ず
、
白
票

を
投
じ
続
け
れ
ば
、
再
投
票
や
再
選
挙

を
繰
り
返
し
て
も
決
着
は
付
か
な
く
な

る
。

　

そ
こ
で
、
中
国
当
局
は
三
月
以
降
、

国
務
院
香
港
マ
カ
オ
事
務
弁
公
室
や
中

央
政
府
駐
香
港
連
絡
弁
公
室
（
以
下
、

中
連
弁
）
を
中
心
に
、
水
面
下
で
梁
振

英
へ
の
多
数
派
工
作
を
は
じ
め
た
。
し

か
し
、
唐
英
年
陣
営
の
切
り
崩
し
は
奏

功
せ
ず
、
よ
り
大
胆
な
介
入
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
一
四
日
に
は
、
温
家
宝
首

相
が
「
香
港
は
必
ず
多
数
の
香
港
人
が

擁
護
す
る
行
政
長
官
を
選
出
で
き
る
だ

ろ
う
」
と
述
べ
、
市
民
の
支
持
が
高
い

梁
振
英
に
対
す
る
支
持
表
明
と
受
け
止

め
ら
れ
た
。
中
国
当
局
の
意
向
を
反
映

し
た
報
道
を
行
う
と
さ
れ
る
香
港
の
左

表1　2012年香港行政長官選挙の結果
［1］選挙での
　　得票数

［2］立候補届出時
　　の推薦者数

増減
（［1］－［2］）

梁振英 689 305 　384
唐英年 285 390 －105
何俊仁  76 188 －112

（出所）以下資料を参照し、筆者作成。
「2012年行政長官選舉提名」選挙管理委員会ウェブサイト
（http://www.elections.gov.hk/ce2012/chi/nomination2.html）。
「行政長官選舉結果」『新聞公報』2012年3月25日
（http://www.info.gov.hk/gia/general/201203/25/P201203250287.htm）。
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派
三
紙
は
、
選
挙
委
員
会
主
催
の
候
補

者
弁
論
会
（
一
九
日
開
催
）
関
連
報
道

に
お
い
て
、
梁
振
英
の
写
真
や
発
言
内

容
を
露
骨
に
大
き
く
掲
載
し
、
う
ち
一

紙
（『
商
報
』）
は
唐
英
年
に
つ
い
て
斜

め
後
ろ
か
ら
の
写
真
し
か
掲
載
し
な
い

な
ど
、
中
国
当
局
の
意
向
を
強
く
示
唆

し
た
。
選
挙
直
前
の
数
日
間
は
、
中
国

共
産
党
政
治
局
委
員
・
国
務
委
員
の
劉

延
東
が
深
圳
に
あ
る
中
連
弁
の
招
待
所

に
陣
取
り
、
親
政
府
派
の
選
挙
委
員
ら

を
呼
び
つ
け
て
、
梁
振
英
へ
の
投
票
を

説
得
し
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、

よ
う
や
く
唐
英
年
陣
営
は
切
り
崩
さ

れ
、
梁
振
英
の
逆
転
勝
利
が
実
現
さ
れ

た
。

●
ま
と
め
に
か
え
て

　

今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
中
国
本

土
に
お
け
る
薄
煕
来
（
前
重
慶
市
党
委

書
記
）
失
脚
と
関
連
づ
け
る
見
方
も
あ

る
が
、香
港
の
情
勢
を
観
察
す
る
限
り
、

こ
う
し
た
見
方
を
支
持
す
る
証
拠
は
得

ら
れ
な
い
。
選
挙
終
了
後
、
香
港
で
は

中
国
当
局
の
介
入
に
抗
議
す
る
デ
モ
も

発
生
し
た
。
た
だ
し
、
中
国
の
介
入
が

な
く
、唐
英
年
が
当
選
し
た
場
合
で
も
、

市
民
の
支
持
が
な
い
彼
の
行
政
長
官
就

任
に
は
、
反
発
が
起
き
た
か
も
知
れ
な

い
。

　

梁
振
英
行
政
長
官
の
前
途
は
多
難
で

あ
る
。
行
政
長
官
選
挙
は
現
行
制
度
で

の
実
施
が
今
回
で
最
後
と
な
り
、
次
回

二
〇
一
七
年
選
挙
で
は
一
般
市
民
に
よ

る
直
接
投
票
へ
移
行
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
（
選
挙
委
員
の
推
薦
は
必

要
）。
ま
た
、
立
法
会
の
選
挙
制
度
も

二
〇
一
八
年
実
施
の
選
挙
で
は
同
様
の

改
革
が
実
現
す
る
よ
う
、
期
待
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
本
文
で
示
し
た
と
お

り
、
中
国
当
局
は
、
こ
れ
と
引
き
替
え

に
二
三
条
実
施
法
の
制
定
を
求
め
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
選
挙
制
度
の

詳
細
を
め
ぐ
っ
て
も
、
各
勢
力
の
意
見

が
ぶ
つ
か
る
だ
ろ
う
。
唐
英
年
の
当
選

に
失
敗
し
た
保
守
派
は
、
選
挙
制
度
改

革
が
実
現
す
れ
ば
、
政
治
的
影
響
力
を

失
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
選
挙

制
度
改
革
に
抵
抗
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

　

も
し
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
八
年

の
選
挙
に
関
す
る
制
度
改
革
が
実
現
す

れ
ば
、
香
港
の
政
治
は
左
派
と
民
主
派

の
対
立
が
中
心
と
な
る
。
今
回
の
選
挙

と
は
ま
た
違
う
構
図
で
の
対
立
が
展
開

す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
の

親
政
府
派
同
士
の
選
挙
戦
で
す
ら
、
激

し
い
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展

開
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
香
港
で
は
既
に

民
主
化
が
完
了
し
た
台
湾
の
選
挙
や
政

局
の
混
乱
を
嘲
笑
し
た
り
、
反
面
教
師

と
み
な
し
て
き
た
。
香
港
で
も
泥
沼
の

選
挙
戦
が
行
わ
れ
た
こ
と
へ
の
反
省
が

選
挙
制
度
改
革
に
影
響
す
る
の
か
ど
う

か
も
、
今
後
の
情
勢
を
見
る
う
え
で
の

着
眼
点
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
た
け
う
ち　

た
か
ゆ
き
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

在
台
北
海
外
派
遣
員
）

《
注
》

⑴ 

返
還
前
、
香
港
で
の
訴
訟
に
関
す
る

最
終
審
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
枢
密
院

司
法
委
員
会
で
行
わ
れ
た
。返
還
後
、

最
終
審
を
行
う
「
終
審
法
院
」
が
香

港
に
設
置
さ
れ
、
旧
「
最
高
法
院
」

は
「
高
等
法
院
」
に
改
称
さ
れ
た
。

⑵ 

今
回
の
行
政
長
官
選
挙
を
行
う
選
挙

委
員
会
の
委
員
は
、
二
〇
一
一
年
一

二
月
一
一
日
の
投
票
で
選
出
さ
れ

た
。

《
参
考
文
献
》

① 「
全
国
人
民
代
表
大
会
香
港
特
別
行

政
区

備
委
員
会
工
作
報
告
」『
人

民
日
報
』
一
九
九
七
年
三
月
二
〇
日

（http://big5
.gov.cn

/gate/big5
/

w
w
w
.gov.cn/test/2

0
0
8
-0
4
/2
2
/

content_9
5
1
2
7
9
.htm

）。

② H
ong K

ong T
ransition P

roject/

C
o
m
m
u
n
ity
 D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t 

Initiative, “Into a N
ew
 D
ecade: 

A
 H
ealth C

heck of H
ong K

ong ’s 

P
olitical S

ystem
 at the end of 

the F
irst D

ecad
e of the 2

1
st 

C
e
n
tu
ry

”, F
e
b
ru
a
ry
 2
0
1
1

（http://w
w
w
.cd
iorg.hk/m

ed
ia/

2
0
1
1
0
2
2
1
-hktp.pdf

）

③ 「
三
分
一
選
委
『
看
定
些
』
未
押
注

一
四
五
一
人
競
逐　

歷
界
最
多
」『
明

報
』　

二
〇
一
一
年
一
一
月
一
六
日
。

④ 「
唐
英
年
涉
隱
瞞
僭
建　

去
年
書
面

否
認　

昨
稱『
已
委
專
家
視
察
』」『
明

報
』　

二
〇
一
二
年
二
月
一
三
日
。
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